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グローバル化と巨⼤資本という新しい現実は、世界経済の構造変化と新しい現実の創造を
今⽇有するのである。これら今⽇経済の変化は創造以上に⼤きいものであり、変化はそのス
ピードを予測できないのである。これら⾃由経済システムの落とし⼦は、さらなる未来へ新
しい経済システムやマネーシステムの構築におけるグローバル市場の固定化を模索してい
るのである。 
 
こんにちは明らかに変化の時代である。新しい挑戦者たちが、MB A の資格とともに企業を
模索することは、世界の全ての地域において、これら現実が存在し、それらはグローバル化
と統⼀化という現実において新しい現実の創造が存在するのである。 
 
世界メジャーは、資本⼒と開発⼒において、新しい現実を提案しているのである。私⾒にお
いては、これら基準における企業構築が唯⼀正しいと判断するものである。 
 
現状のコロナ禍における財政⽀出は各国における財政状況を明らかに悪化させているので
あり、現状の永続は不可能であることは正しいと考える。 
 
新しい技術⽂明は必ず未来の約束である。現状の産業⾰命やエネルギー⾰命はそれらの創
造を有するのである。唯⼀⾃由経済システムというルールは競争と資本主義における資本
の集約とともに、経済システムを構築しているのである。 
 
これらは、IoT やスマートシティ５.０という新しい現実と新規エネルギーなどが、⾶躍的
変化を社会と⽣活に提供しているのであり、さらなる未来は異なる現実を過去に対して与
えることは容易に考えられるのである。 
 
留意すべきことは、経済がこれらを牽引しているということであり、⾃由経済システムとい
うルールと現実がアメーバのようにこれら現実を創造しているのである。 
 
これらは映画などで描かれた現実が未来として存在することを意味する。また宇宙時代と
いう新しい現実は宇宙産業という新しい産業を有するのである。これらは計り知れない変
化が現在において存在することは新しいエリートたちがその栄華を得ることとともに、未
来という現実へ踏み出しているのである。 


